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目 的 

 那珂川のアユ資源動向を把握し適正な漁場運営に寄

与するため，アユの遡上状況および放流状況を調査し

た。 

 

材料および方法 

アユの遡上状況 茂木町大藤（河口より 51 km）お

よび大畑（同 55 km）の 2 地点において平成 30 年 3 月

1 日から 6 月 30 日の間，毎日の遡上状況について現地

調査員が観察・記録したデータを収集した。観察の時

間や回数による影響を除くため，同日に観察された遡

上群は地点ごとにまとめて 1 群とした。両地点で観察

された群数の合計を遡上群数とした。遡上群は団子状

と帯状に大別され，両群間で遡上尾数に差があると考

えられることから，換算遡上群数（1.8 × 帯状の群数 + 

団子状の群数）1) に変換して集計した後，平年値（平

成元年から平成 29 年までの平均値）と比較した。初遡

上日については，現地調査員やその他漁協組合員等に

より当場へ寄せられた情報をもとに，水試職員が直接

採捕を行って確認した。 

関連環境情報 那珂川においてアユの産卵・仔魚の

降下に影響を与える河川流量 2) および稚魚の成育に

影響を与える河口付近の海水温 3) については，国土交

通省常陸河川国道事務所が茨城県常陸大宮市野口で観

測している流量データおよび茨城県水産試験場が公表

している「那珂湊定置水温」を使用した。 

 アユの放流状況 那珂川で放流事業を行っている栃

木県那珂川漁業協同組合連合会会員の那珂川北部漁協，

那珂川南部漁協，那珂川中央漁協および茂木町漁協の

放流実績を集計した。 

 

結果および考察 

アユの遡上状況 今年度の初遡上確認日は 3 月 30

日で，平年の 4 月 6 日より 7 日早く，前年よりも 8 日

遅かった（図 1）。なお，遡上群は 4 月 22 日に茂木地

区で初めて確認され，5 月中旬および 6 月上旬にピー

クを迎えた（図 2）。遡上日誌から算出された換算遡上

群数は 85.0 群で，前年（80.0 群）および平年（58.3 群）

より多かった（図 3）。 

関連環境情報 遡上前年の秋の河川流量について

は，10 月下旬に出水が確認された（図 4）。アユの遡上
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図 1 初遡上日の推移 

図 2 換算遡上群数の経時変化

0

5

10

15

遡
上

群
数

平年値

H30

図 3 換算遡上群数の年度別推移
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図 4 那珂川野口における河川流量の推移
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内水面の環境保全と遊漁振興に関する研究 －アユ遊漁の新規参入を増やす方策の試行－ 
（平成 30 年度） 

 阿久津 正浩 
 

要 約 

アユ遊漁の新規参入者を増やす方策の試行として，

他の釣りはやるもののアユ釣りは未経験の者を対象に

アユの友釣りを指導する「アユ釣り師養成講座」を実

施し，その有効性について調査した。 

平均釣果は 1 人 1 日 8.7 尾と良く釣れ，その要因と

して，受講生 1 人につきアユ遊漁熟練者 1 人を講師と

して付けることできめ細やかな指導ができたこと，解

禁直後に条件の良い場所で実施できたことなどが考え

られた。今回の講座は受講生に多くのアユを釣っても

らうことができ，実際に講座終了後自らアユ遊漁を実

施したことから，アユ遊漁継続の可能性が高い企画で

あったと考えられた。一方，アユ遊漁を継続してもら

うためには，道具のレンタル，釣り場ガイド，フォロ

ーアップ講座など何らかのバックアップ体制も必要で

あると考えられた。 

 本研究は（一財）東京水産振興会および（国研）水

産研究・教育機構中央水産研究所「平成 30 年度内水面

の環境保全と遊漁振興に関する研究」の一環として実

施し，詳細な報告については（一財）東京水産振興会

HP

（https://www.suisan-shinkou.or.jp/promotion/pdf/inland

water_report_2018.pdf） 

（指導環境室） 
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